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図 1:レーザー焦点に引き込まれるコイル DNAとその majorlengthをプロットしたもの。 (a)
PEG6000溶液中で拘束無しにブラウン運動するランダムコイルDNA。写真の上の数字は時間を
示しており、 (C)のそれに相当する。 (b)時間0でレーザーを onにし、その焦点に DNAが引き込
まれる様子をコマ送りで示した。 BeamfOCllSは直径約 1μmの回折限界まで集光しであるので、
それを表示した。画像での相対位置は固定しである。 (C)Major length， minor length，焦点、の外接
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図2:コイルDNAの動きの解析結果。 (a)自由に拡散するコイルDNAと、トラップされた DNA
を測定開始の点からの displacementを表したもの。 PEG濃度は 77mgjmlo (b) (a)の拡散の
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